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２

こ
の
議
定
書
は
、
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
第

一
五
条
の
規
定
の
範
囲
内
の
遺
伝
資
源
及
び
そ
の
利
用

か
ら
生
ず
る
利
益
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
議
定
書

は
、
遺
伝
資
源
に
関
連
す
る
伝
統
的
な
知
識
で
あ
っ
て

同
条
約
の
範
囲
内
の
も
の
及
び
当
該
伝
統
的
な
知
識
の

利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。（
第
三

条
関
係
）

３

国
際
協
定
及
び
国
際
文
書
と
の
関
係（
第
四
条
関
係
）

こ
の
議
定
書
は
、
現
行
の
国
際
協
定
に
基
づ
く
締

約
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は

な
い
。

こ
の
議
定
書
の
い
か
な
る
規
定
も
、
締
約
国
が
他

の
関
連
す
る
国
際
協
定
を
作
成
し
、
及
び
実
施
す
る

こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
議
定
書
は
、
こ
の
議
定
書
に
関
連
す
る
他
の

国
際
文
書
と
相
互
に
補
完
的
な
方
法
で
実
施
す
る
。

取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
専
門
的

な
国
際
文
書
で
あ
っ
て
、
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る

条
約
及
び
こ
の
議
定
書
の
目
的
と
適
合
し
、
か
つ
、

こ
れ
ら
に
反
し
な
い
も
の
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
こ
の
議
定
書
は
、当
該
国
際
文
書
が
対
象
と
し
、

及
び
適
用
さ
れ
る
特
定
の
遺
伝
資
源
に
関
し
て
は
、

当
該
国
際
文
書
の
当
事
国
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。

４

公
正
か
つ
衡
平
な
利
益
の
配
分
（
第
五
条
関
係
）

遺
伝
資
源
の
利
用
並
び
に
そ
の
後
の
応
用
及
び
商

業
化
か
ら
生
ず
る
利
益
は
、
当
該
遺
伝
資
源
を
提
供

す
る
締
約
国
と
公
正
か
つ
衡
平
に
配
分
す
る
。
そ
の

配
分
は
、相
互
に
合
意
す
る
条
件
に
基
づ
い
て
行
う
。

締
約
国
は
、
こ
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
適
宜
、

立
法
上
、
行
政
上
又
は
政
策
上
の
措
置
を
と
る
。

締
約
国
は
、
遺
伝
資
源
に
つ
い
て
の
先
住
民
の
社

会
及
び
地
域
社
会
の
確
立
さ
れ
た
権
利
に
関
す
る
国

内
法
令
に
従
っ
て
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
が

保
有
す
る
遺
伝
資
源
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
が
、

相
互
に
合
意
す
る
条
件
に
基
づ
い
て
、
当
該
先
住
民

の
社
会
及
び
地
域
社
会
と
公
正
か
つ
衡
平
に
配
分
さ

れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
適
宜
、

立
法
上
、
行
政
上
又
は
政
策
上
の
措
置
を
と
る
。

利
益
に
は
、
金
銭
的
及
び
非
金
銭
的
な
利
益
（
附

属
書
に
掲
げ
る
も
の
を
含
む
が
、
こ
れ
ら
に
限
ら
な

い
。）を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

締
約
国
は
、
遺
伝
資
源
に
関
連
す
る
伝
統
的
な
知

識
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
が
当
該
伝
統
的
な
知
識

を
有
す
る
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
と
公
正
か

つ
衡
平
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
、
適
宜
、
立
法
上
、
行

政
上
又
は
政
策
上
の
措
置
を
と
る
。
そ
の
配
分
は
、

相
互
に
合
意
す
る
条
件
に
基
づ
い
て
行
う
。

５

遺
伝
資
源
の
取
得
の
機
会
（
第
六
条
関
係
）

遺
伝
資
源
の
利
用
の
た
め
の
取
得
の
機
会
が
与
え

ら
れ
る
た
め
に
は
、
当
該
遺
伝
資
源
を
提
供
す
る
締

約
国
が
、
天
然
資
源
に
対
す
る
主
権
的
権
利
の
行
使

と
し
て
、
か
つ
、
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に

関
す
る
国
内
の
法
令
又
は
規
則
に
従
い
、
情
報
に
基

づ
い
て
事
前
に
同
意
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
締
約
国
が
別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を

除
く
。

締
約
国
は
、
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
が
遺

伝
資
源
の
取
得
の
機
会
を
与
え
る
確
立
さ
れ
た
権
利

を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
遺
伝
資
源
の
取
得
の

機
会
に
つ
い
て
、
当
該
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社

会
の
情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
又
は
当
該
先
住
民

の
社
会
及
び
地
域
社
会
の
承
認
及
び
関
与
が
得
ら
れ

る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
適
宜
、
国

内
法
令
に
従
っ
て
措
置
を
と
る
。

６

締
約
国
は
、
遺
伝
資
源
に
関
連
す
る
伝
統
的
な
知
識

で
あ
っ
て
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
が
有
す
る
も

の
が
当
該
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
の
情
報
に
基

づ
く
事
前
の
同
意
又
は
当
該
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域

社
会
の
承
認
及
び
関
与
を
得
て
取
得
さ
れ
る
こ
と
並
び

に
相
互
に
合
意
す
る
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、適
宜
、国
内
法
令
に
従
っ

て
措
置
を
と
る
。（
第
七
条
関
係
）

７

取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
国
内
の
法

令
又
は
規
則
の
遵
守
（
第
一
五
条
関
係
）

締
約
国
は
、
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関

す
る
他
の
締
約
国
の
国
内
の
法
令
又
は
規
則
に
従

い
、
自
国
の
管
轄
内
で
利
用
さ
れ
る
遺
伝
資
源
が
情

報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
お

り
、
及
び
相
互
に
合
意
す
る
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
適
当
で
効
果
的
な
、
か
つ
、

相
応
と
認
め
ら
れ
る
立
法
上
、
行
政
上
又
は
政
策
上

の
措
置
を
と
る
。

締
約
国
は
、

の
規
定
に
従
っ
て
と
っ
た
措
置
の

不
遵
守
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
適
当
で
効
果
的

な
、
か
つ
、
相
応
と
認
め
ら
れ
る
措
置
を
と
る
。

締
約
国
は
、

に
規
定
す
る
取
得
の
機
会
及
び
利

益
の
配
分
に
関
す
る
他
の
締
約
国
の
国
内
の
法
令
又

は
規
則
の
違
反
が
申
し
立
て
ら
れ
た
事
案
に
つ
い

て
、
可
能
か
つ
適
当
な
場
合
に
は
協
力
す
る
。

８

遺
伝
資
源
に
関
連
す
る
伝
統
的
な
知
識
の
取
得
の
機

会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
国
内
の
法
令
又
は
規
則

の
遵
守
（
第
一
六
条
関
係
）

締
約
国
は
、
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
が
所

在
す
る
他
の
締
約
国
の
国
内
の
法
令
又
は
規
則
で

あ
っ
て
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
も

の
に
従
い
、
遺
伝
資
源
に
関
連
す
る
伝
統
的
な
知
識

で
あ
っ
て
自
国
の
管
轄
内
で
利
用
さ
れ
る
も
の
が
当

該
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
の
情
報
に
基
づ
く

事
前
の
同
意
又
は
当
該
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社

会
の
承
認
及
び
関
与
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
お
り
、

並
び
に
相
互
に
合
意
す
る
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
な
る
よ
う
、
適
当
な
場
合
に
は
、
適
当
で
効

果
的
な
、
か
つ
、
相
応
と
認
め
ら
れ
る
立
法
上
、
行

政
上
又
は
政
策
上
の
措
置
を
と
る
。

締
約
国
は
、

の
規
定
に
従
っ
て
と
っ
た
措
置
の

不
遵
守
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
適
当
で
効
果
的

な
、
か
つ
、
相
応
と
認
め
ら
れ
る
措
置
を
と
る
。

締
約
国
は
、

に
規
定
す
る
取
得
の
機
会
及
び
利

益
の
配
分
に
関
す
る
他
の
締
約
国
の
国
内
の
法
令
又

は
規
則
の
違
反
が
申
し
立
て
ら
れ
た
事
案
に
つ
い

て
、
可
能
か
つ
適
当
な
場
合
に
は
協
力
す
る
。

９

遺
伝
資
源
の
利
用
の
監
視
（
第
一
七
条
関
係
）

締
約
国
は
、
遵
守
を
支
援
す
る
た
め
、
適
宜
、
遺

伝
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
監
視
し
、
及
び
透
明
性
を

高
め
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。

情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
を
与
え
る
と
の
決
定

等
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
発
給
さ
れ
、
及
び
取
得

の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
情
報
交
換
セ
ン

タ
ー
に
提
供
さ
れ
た
許
可
証
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
は
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
遵
守
の
証
明
書
と

す
る
。

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
遵
守
の
証
明
書
は
、
情
報

に
基
づ
く
事
前
の
同
意
を
与
え
た
締
約
国
の
国
内
の

法
令
又
は
規
則
で
あ
っ
て
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の

配
分
に
関
す
る
も
の
に
従
い
、
当
該
証
明
書
が
対
象

と
す
る
遺
伝
資
源
が
情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
に

よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
お
り
、
及
び
相
互
に
合
意
す
る

条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
役
割
を

果
た
す
。

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
遵
守
の
証
明
書
に
は
、
少

な
く
と
も
、
発
給
し
た
当
局
、
発
給
日
、
提
供
者
、

当
該
証
明
書
の
固
有
の
識
別
記
号
、
相
互
に
合
意
す

る
条
件
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
の
確
認
、
情
報
に
基
づ

く
事
前
の
同
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
の
確
認
等
の
情
報

を
含
め
る
。
た
だ
し
、
当
該
情
報
が
秘
密
の
も
の
で

な
い
場
合
に
限
る
。

10

金
銭
的
及
び
非
金
銭
的
な
利
益
の
例
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。（
附
属
書
関
係
）

◇
違
法
な
漁
業
、
報
告
さ
れ
て
い
な
い
漁
業
及
び
規
制
さ

れ
て
い
な
い
漁
業
を
防
止
し
、
抑
止
し
、
及
び
排
除
す

る
た
め
の
寄
港
国
の
措
置
に
関
す
る
協
定
（
条
約
第
一

一
号
）（
外
務
省
）

こ
の
協
定
は
、
違
法
な
漁
業
、
報
告
さ
れ
て
い
な
い
漁

業
及
び
規
制
さ
れ
て
い
な
い
漁
業
（
以
下「
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
」

と
い
う
。）を
防
止
し
、
抑
止
し
、
及
び
排
除
す
る
こ
と
並

び
に
こ
れ
に
よ
り
海
洋
生
物
資
源
及
び
海
洋
生
態
系
の
長

期
的
な
保
存
及
び
持
続
可
能
な
利
用
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
に
対
す
る
効
果
的
な
寄
港
国

の
措
置
の
実
施
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

こ
の
協
定
は
、
効
果
的
な
寄
港
国
の
措
置
の
実
施
を

通
じ
て
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
を
防
止
し
、
抑
止
し
、
及
び
排

除
す
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
に
よ
り
海
洋
生
物
資
源
及
び

海
洋
生
態
系
の
長
期
的
な
保
存
及
び
持
続
可
能
な
利
用

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。（
第
二
条
関
係
）

２

締
約
国
は
、
自
国
に
入
港
を
希
望
し
、
又
は
自
国
の

港
に
あ
る
船
舶
で
あ
っ
て
自
国
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を

有
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
寄
港
国
と
し
て
の
資
格
に

お
い
て
こ
の
協
定
を
適
用
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
定
め

る
。（
第
三
条
関
係
）

３

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際
法
に
基
づ
く

締
約
国
の
権
利
、
管
轄
権
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
定
め
る
。（
第
四
条
関

係
）

４

締
約
国
は
、
最
大
限
可
能
な
範
囲
で
、
漁
業
に
関
連

す
る
寄
港
国
の
措
置
を
一
層
広
範
な
寄
港
国
に
よ
る
監

督
に
関
す
る
制
度
と
統
合
す
る
こ
と
、
自
国
の
関
連
す

る
当
局
の
間
で
情
報
を
交
換
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
当
局

の
活
動
を
調
整
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
等
を
行

う
。（
第
五
条
関
係
）
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